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（１）位置と地勢 

長洲町は、熊本県の北西部に位置しており、北は荒

尾市、東は玉名市と接している面積 19.44ｋ㎡の町で

す。 

西から南にかけては、有明海を臨み、その対岸には

島原半島が位置しています。また、東部は県立公園小

岱山を擁した小高い丘陵地が連なり、南東部を流れる

行末川が町の境界となっています。 

 

 

 

 

 

（２）気候 
長洲町は、冬季の北風を小岱山によって遮られ、対馬海流が有明海に流れ込んでいるために、

年の平均気温は約 16℃と温暖な気候です。冬季の降雪も少なくなっています。 

本町に最寄の観測所である熊本地方気象台岱明観測所のデータの平均値（1981～2010）による

と、当該地域における年平均の気温は 16.3℃、降水量は 1,783.1 ㎜、平均風速は 1.4m/s、日照

時間は 2,001.9 時間となっています。 

 

 ＜気象観測データ（岱明観測所）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 長洲町の現況分析 
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＜位置図＞ 

１－１ 長洲町の地域特性 

岱　　明 統計期間 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年

平 均 気 温
（ ℃ ）

1981～2010 5.2 6.4 9.7 14.8 19.4 23.1 26.9 27.9 24.3 18.4 12.6 7.4 16.3

最 高 気 温
（ ℃ ）

1981～2010 10.3 11.7 15.2 20.7 25.1 27.9 31.4 33.0 29.7 24.5 18.4 12.9 21.7

最 低 気 温
（ ℃ ）

1981～2010 0.5 1.3 4.4 9.2 14.2 19.1 23.5 23.9 20.0 13.2 7.4 2.4 11.6

降 水 量
（ mm ）

1981～2010 56.4 72.6 124.1 133.5 176.5 347.1 315.9 160.4 170.1 78.3 80.0 50.0 1,783.1

平 均 風 速
（ m/s ）

1981～2010 1.4 1.5 1.6 1.6 1.5 1.5 1.6 1.5 1.4 1.3 1.2 1.3 1.4

日 照 時 間
（ 時 間 ）

1986～2010 126.5 142.0 157.4 182.5 185.5 135.7 191.6 222.8 180.1 187.0 148.3 140.8 2,001.9
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（３）交通 
①鉄道 

鉄道は、中央部を横断してＪＲ鹿児島本線が走り、町の西側にはＪＲ長洲駅が立地しています。 

②路線バス 

路線バスは、産交バス㈱が運行しており、長洲港・ＪＲ長洲駅を経由する長洲玉名線（荒尾産

交～バスセンター～南荒尾駅～長洲港～玉名合同庁舎～新玉名駅）と、長洲港を発着とする長洲

港線（バスセンター～南荒尾駅前～長洲港）の２系統があります。 

③予約型乗合タクシー 

本町の新公共交通システムとして、産交バス㈱が運行していた２系統（健康福祉センター環状

線、長洲・荒尾環状線）に代わる予約型乗合タクシー（きんぎょタクシー）を平成 23 年 10 月か

ら導入しています。利用可能範囲は、長洲町内及び長洲町内－荒尾市特定施設間となっています。 

④海路 

海路は、有明海沿岸の西側の長洲港フェリーターミナルと、有明海を挟んで長崎県雲仙市の多

比良港が、有明フェリーによって結ばれています。 

⑤道路 

道路は、長洲港付近を境に、北へは荒尾市・福岡県大牟田市へ至る国道３８９号が走り、東へ

は玉名市・熊本市へ至る国道５０１号が走っています。また、町内の主な幹線道路として都市計

画道路長洲駅・海岸線や長洲・岱明線の一部区間などの道路網が整備されています。 

 

 

 

 

＜交通概要図＞ 
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（４）産業 
①産業分類別事業所数・従業者数 

平成 21 年時点における産業大分類別の事業所数は、全産業の 651 事業所のうち、「卸売業，小

売業」が 28.1％と最も多く、次いで「建設業」が 13.5％、「製造業」が 10.8％となっています。

また、産業大分類別の従業者数は、全産業の 8,013 人のうち、「製造業」が 47.5％と最も多く、

次いで「卸売業，小売業」が 11.7％、「建設業」が 7.5％となっています。 

 

＜産業大分類別事業所数＞          ＜産業大分類別従業者数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成２１年経済センサス   
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8,013 100.0%

１位 製造業 3,804 47.5%

２位 卸売業，小売業 940 11.7%

３位 建設業 601 7.5%
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５位 運輸業，郵便業 500 6.2%
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②工業の現況 

工業の事業所数・従業者数について平成 13～22 年の過去 10 年間の推移をみると、事業所数は

ほぼ横ばいであり、約 40 事業所程度となっています。従業者数は、平成 18 年の 4,130 人をピー

クに増加傾向を示し、平成 19 年において 3,372 人に落ち込んだものの、平成 22 年では 4,007 人

まで回復しています。 

製造品出荷額等について平成 13～22 年の過去 10 年間の推移をみると、平成 14 年が最も少な

い 8,187 千万円となっていますが、それ以降は年々増加傾向を示し、平成 22 年には 20,111 千万

円まで伸びています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：工業統計調査        

46 42 42 40 41 39 42 43 41 40 

3,882 3,840 3,961 4,087 4,020 4,130 

3,372 

3,930 
3,729 

4,007 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

0 

50 

100 

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年

従
業
者
数

事
業
所
数

年 次

事業所数・従業者数の推移

事業所数

従業者数

（事業所） （人）

14,583 

8,187 

12,097 

14,593 
14,612 15,962 16,257 

17,762 17,031 
20,111 

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年

製
造
品
出
荷
額
等

年 次

製造品出荷額等の推移

（千万円）



 

- 5 - 

 

③商業の現況 

商業の事業所数・従業者数について近年の推移をみると、卸売業・小売業における事業所数と

従業者数はともに、平成 12 年以降で年々減少しており、平成 19 年では事業所数が 178 事業所、

従業者数が 834 人となっています。 

年間商品販売額について近年の推移をみると、平成 12 年の 175 億円をピークに年々増加傾向

を示していたものの、平成 14 年では 134 億円まで減少し、それ以降はほぼ横ばいとなっており、

平成 19 年には 133 億円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：商業統計調査        
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（５）長洲町の地域資源 
 

  長洲町の内部環境 

強み 弱み 

長
洲
町
の
外
部
環
境 

発
展
機
会 

発展のための地域資源 強化すべき地域資源 

・臨海部の埋め立てにより工業団地造成。 

・造船・サッシ業を中心とした大企業が進出

し、工業の町へ。 

・事業所従業員の社宅・寮がみられ、長洲町

の人口増加に寄与。 

・上下水道など生活基盤の整ったまち。 

・海産物がおいしい(新鮮な魚、つけアミ、

海苔など)、全国的にも有名なジャンボ梨。 

・九州で有数のソーラーパネル基地。 

・JR 鹿児島本線・長洲駅、島原半島と結ぶ

長洲港など広域交通のターミナルで、交通

の便が良い。 

 

・上下水道など生活基盤が活かされていない

まち。 

・余暇を楽しめる有明海の夕日が美しい海岸

の散歩コースなどをアピールし、単なる

「働くまち」から「暮らしや生活を楽しめ

る場」のイメージを積極的に発信する必要

がある。 

・おいしい海産物や全国的にも有名なジャン

ボ梨を活用し、おいしい魚介類や果物を楽

しめる市場・飲食店を誘致して、地産・地

消のまちとしてアピールする。 

・広域交通のターミナル拠点を活かし、福

岡・熊本などの音楽会・映画・観光も楽し

めるまちとしてアピールする。 

・九州で有数のソーラーパネル基地のイメー

ジを活かし、電力自給、蓄電・節電、自然

エネルギー・再生エネルギーのまち・長洲

として展開する。 

改善の必要な地域資源 改革の必要な地域資源 

驚
異 

・的ばかい(伝統ある祭) 

・九州を代表する金魚の産地 

・金魚と鯉の郷広場 

などを活用し、歴史と伝統のある落ち着いた

まち・長洲を対外的にアピールする。 

・道路問題（道路の拡幅、歩道の整備、危険

箇所の解消）。 

・駅周辺の環境整備（放置自転車、エレベー

ター）を解決し、子どもや高齢者にやさし

いまちとしてアピールする。 

・環境問題を美化運動など住民の自主的な活

動によって解決し、住民主導のまちづくり

としてアピールする。 

 

＜長洲町のイメージ戦略＞ 
・長洲町は、漁業・農業、工業などを中心とした『働くまち』であったが、これからは、暮らしに彩

りを与える地域資源を活用した『住みたいまち』への長洲町のイメージの転換を図る必要がある。 
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（１） 人口・世帯 
 
①人口・世帯数の推移 

人口の推移は、平成 3年～平成 22 年の 20 年間において、平成 3年の 17,660 人から平成 10 年

の 18,233 人と増加傾向を示していましたが、平成 10 年をピークに減少傾向へと転じ、平成 22

年には 16,605 人まで落ち込んでいます。 

世帯数の推移は、平成 3年～平成 22 年の 20 年間において、平成 3年の 5,206 世帯から平成 22

年の 6,049 世帯と概ね増加傾向を示しています。 
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出典：熊本のデータ（熊本県ＨＰ）  

 
②地区別・年齢層別人口 

小学校区・行政区の年齢層別人口をみると、平成 24 年 1 月末現在における人口の内訳は次の

とおりとなっています。この中で、六栄校区において生産年齢人口の高い行政区がみられる一方

で、長洲校区においては老齢人口がすでに 40％を超えている行政区もみられ、高齢化が進行して

いる状況です。 

 

１－２ 人口構造 
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＜小学校区・行政区の年齢層別人口(H24 年 1 月末現在)＞ 

校区 全体
年少

人口

(0～14歳)

割合
(％)

生産年齢

人口

(15～64歳)

割合
(％)

老齢

人口

(65歳～）

割合
(％)

後期

高齢者

(75歳～）

割合
(％)

55歳

以上

人口

割合
(％)

101 平原 693 59 8.5% 428 61.8% 206 29.7% 116 16.7% 324 46.8%

102 清源寺 1,460 162 11.1% 960 65.8% 338 23.2% 173 11.8% 630 43.2%

103 上沖洲 808 75 9.3% 482 59.7% 251 31.1% 148 18.3% 389 48.1%

104 腹赤 924 161 17.4% 583 63.1% 180 19.5% 89 9.6% 346 37.4%

105 腹赤新町 239 28 11.7% 134 56.1% 77 32.2% 46 19.2% 123 51.5%

4,124 485 11.8% 2,587 62.7% 1,052 25.5% 572 13.9% 1,812 43.9%

201 折地 494 58 11.7% 298 60.3% 138 27.9% 84 17.0% 244 49.4%

202 赤崎 347 56 16.1% 204 58.8% 87 25.1% 41 11.8% 160 46.1%

203 高田 175 33 18.9% 104 59.4% 38 21.7% 27 15.4% 60 34.3%

204 鷲巣 579 58 10.0% 396 68.4% 125 21.6% 79 13.6% 278 48.0%

205 立野 386 33 8.5% 271 70.2% 82 21.2% 39 10.1% 183 47.4%

206 向野 914 143 15.6% 535 58.5% 236 25.8% 91 10.0% 405 44.3%

207 宮崎 392 45 11.5% 233 59.4% 114 29.1% 67 17.1% 184 46.9%

208 赤田 239 29 12.1% 138 57.7% 72 30.1% 43 18.0% 118 49.4%

209 葛輪 202 14 6.9% 115 56.9% 73 36.1% 47 23.3% 112 55.4%

210 永方 240 12 5.0% 125 52.1% 103 42.9% 60 25.0% 149 62.1%

211 塩屋 223 21 9.4% 124 55.6% 78 35.0% 42 18.8% 124 55.6%

212 向野北 469 166 35.4% 303 64.6% 0 0.0% 0 0.0% 20 4.3%

213 古城 623 70 11.2% 437 70.1% 116 18.6% 47 7.5% 273 43.8%

5,283 738 14.0% 3,283 62.1% 1,262 23.9% 667 12.6% 2,310 43.7%

301 建浜 758 104 13.7% 441 58.2% 213 28.1% 118 15.6% 355 46.8%

302 駅通 289 29 10.0% 173 59.9% 87 30.1% 43 14.9% 141 48.8%

303 梅田 636 70 11.0% 349 54.9% 217 34.1% 125 19.7% 344 54.1%

1,683 203 12.1% 963 57.2% 517 30.7% 286 17.0% 840 49.9%

401 出町 514 68 13.2% 308 59.9% 138 26.8% 75 14.6% 242 47.1%

402 新町 346 34 9.8% 218 63.0% 94 27.2% 52 15.0% 172 49.7%

403 西新町 81 1 1.2% 38 46.9% 42 51.9% 27 33.3% 54 66.7%

404 宮ノ町 296 31 10.5% 180 60.8% 85 28.7% 48 16.2% 157 53.0%

405 松原 236 26 11.0% 125 53.0% 85 36.0% 49 20.8% 132 55.9%

407 新山 725 80 11.0% 425 58.6% 220 30.3% 115 15.9% 374 51.6%

408 宝町 294 12 4.1% 167 56.8% 115 39.1% 80 27.2% 187 63.6%

411 磯町 261 16 6.1% 138 52.9% 107 41.0% 68 26.1% 151 57.9%

414 上町 158 10 6.3% 88 55.7% 60 38.0% 38 24.1% 92 58.2%

417 中町 157 11 7.0% 90 57.3% 56 35.7% 33 21.0% 86 54.8%

418 下本 119 16 13.4% 52 43.7% 51 42.9% 33 27.7% 66 55.5%

419 今町 122 13 10.7% 58 47.5% 51 41.8% 30 24.6% 70 57.4%

421 下東 622 103 16.6% 363 58.4% 156 25.1% 75 12.1% 241 38.7%

422 西荒神 141 13 9.2% 65 46.1% 63 44.7% 37 26.2% 93 66.0%

423 東荒神 799 118 14.8% 502 62.8% 179 22.4% 92 11.5% 330 41.3%

424 大明神 650 88 13.5% 388 59.7% 174 26.8% 90 13.8% 283 43.5%

5,521 640 11.6% 3,205 58.1% 1,676 30.4% 942 17.1% 2,730 49.4%

16,611 2,066 12.4% 10,038 60.4% 4,507 27.1% 2,467 14.9% 7,692 46.3%

区名

腹赤

六栄

小計

小計

小計

小計

長洲

合計

清里

 

出典：町資料
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（２）人口動態 
 
①出生・死亡数の推移 

出生・死亡数（自然動態）の推移は、平成 3年～平成 22 年の 20 年間において、出生数・死亡

数ともにほぼ横ばいとなっています。一方、出生数と死亡数を合わせた自然増は平成 12 年まで

はプラスとマイナスを繰り返していたものの、平成 13 年以降はマイナスとなり、近年では死亡

数が出生数を上回っており、自然動態は連続して減少が続いています。 
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出典：熊本のデータ（熊本県ＨＰ）    

 

（３）人口移動 
 
①転入・転出者の推移 

転入・転出者（社会動態）の推移は、平成 3年～平成 22 年の 20 年間において、転入者・転出

者ともにランダムに変動しています。一方、転入者と転出者を合わせた社会増は平成 10 年まで

はプラスとマイナスを繰り返していたものの、平成 11 年以降はマイナスとなり、近年では転出

者数が転入者数を上回っており、社会動態は連続して減少が続いています。 

34 
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出典：熊本のデータ（熊本県ＨＰ）     
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（４）人口流動 
 
①通勤・通学の状況 

通勤・通学による人口流動の推移は、平成 12 年から平成 17 年にかけて流入・流出ともに減少

傾向にあります。流出入先市町の順位について経年変化はみられず、流出は荒尾市、旧玉名市、

大牟田市、旧熊本市、旧岱明町の順となっています。流入は荒尾市、旧岱明町、旧玉名市、大牟

田市、旧熊本市の順となっており、流出・流入ともに荒尾市との結びつきが強い傾向がみられま

す。 

 
＜流出人口の推移＞ 

町内
人数 9,370 4,827 1,263 959 842 480 340
割合 100.0% 51.5% 13.5% 10.2% 9.0% 5.1% 3.6%
人数 8,902 4,470 1,274 928 794 429 251
割合 100.0% 50.2% 14.3% 10.4% 8.9% 4.8% 2.8%

全　体
上位５市町

荒尾市 旧玉名市 大牟田市 旧熊本市 旧岱明町

Ｈ12年

Ｈ17年

荒尾市

従　業　・　通　学　先

旧玉名市 大牟田市 旧熊本市 旧岱明町

 
＜流入人口の推移＞ 

町内
人数 9,257 4,827 1,743 808 775 549 84
割合 100.0% 52.1% 18.8% 8.7% 8.4% 5.9% 0.9%
人数 9,147 4,470 1,801 801 778 710 82
割合 100.0% 48.9% 19.7% 8.8% 8.5% 7.8% 0.9%

大牟田市 旧熊本市

大牟田市 旧熊本市

全　体
常　　住　　地

上位５市町

Ｈ12年 荒尾市 旧岱明町 旧玉名市

Ｈ17年 荒尾市 旧岱明町 旧玉名市  
出典：国勢調査 

 
＜人口流動図（H12 年）＞           ＜人口流動図（H17 年）＞ 
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801人
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②昼夜間人口の推移 
本町の昼夜間人口の推移は、平成 2 年から平成 12 年にかけては夜間人口・昼間人口ともに増

加し、昼夜間人口比率は 100.0 を下回っていましたが、平成 17 年では昼夜間人口比率が 100.0

を超え、流出超過から流入超過へと傾向が転じています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国勢調査         

 
 

周辺市町村の昼夜間人口比率の推移をみると、平成 2 年から平成 17 年の間において、大牟田

市、玉名市は 100.0 を超えてほぼ横ばいとなっており流入超過傾向が続いています。荒尾市、旧

岱明町は 90.0 を下回り、流出超過傾向が続いています。南関町は、100.0 を下回り流出超過であ

るものの、昼夜間人口比率は上昇傾向にあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国勢調査         
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（１）住宅ストック 
 

①住宅の所有関係別世帯数  

熊本県北部は、持ち家率が７～８割に達し、民営、公営など借家のウエイトが低い持ち家地帯

となっています。特に長洲町は、83.0％で最も高い状況です。このことは、持家所有意欲が極め

て高いことがうかがえます。 

＜住宅の所有関係別世帯数＞                                    (上段：実数、下段：％) 
 総世帯数 持ち家 公営・公団・ 

公社の借家 民営の借家 給与住宅 

荒尾市 18,538 
100.0 

13,486
72.7

1,,808
7.8

2,715 
14.6 

529
2.9

玉名市 13,794 
100.0 

9,844
71.8

1,177
8.3

2,523, 
18.2 

310
2.2

長洲町 5,311 
100.0 

4,411
83.0

204
9.6

513 
9.6 

183
5.4

出典：平成 20 年住宅・土地統計調査   

②住宅の建築時期と構造 

新耐震基準以前の木造住宅率を比較すると、荒尾市、玉名市、長洲町ともに５割強になってい

ます。なかでも玉名市が 55.7％で、比較的高くなっています。 

＜住宅の建築時期と構造＞                           (戸数) 

 建築時期 木造 防火木造 鉄筋・鉄骨 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 鉄骨造 

荒尾市 

昭和 35 年以前 2,030 180 - 10

昭和 36 年～45 年 1,450 360 30 10

昭和 46 年～55 年 2,940 1,040 910 80

昭和 56 年～平成 2年 1,740 850 250  100

平成 3年～平成 7年 540 420 70 90

平成 8年～平成 12 年 420 910 230 240

平成 13 年～平成 17 年 410 800 310 360

平成 18 年～平成 20 年 9月 170 740 850 210

住宅総数 9,920 5,410 2,720 1,120

玉名市 

昭和 35 年以前 2,950 110 40 10

昭和 36 年～45 年 2,270 120 30 20

昭和 46 年～55 年 3,180 460 550 100

昭和 56 年～平成 2年 3,050 700 460 210

平成 3年～平成 7年 1,330 810 80 240

平成 8年～平成 12 年 1,130 1,080 1,000 330

平成 13 年～平成 17 年 810 750 190 380

平成 18 年～平成 20 年 9月 270 360 100 100

住宅総数 15,060 4,440 2,500 1,360

長洲町 

昭和 45 年以前 1,020 20 - -

昭和 46 年～55 年 920 430 680 10

昭和 56 年～平成 2年 1,020 440 70 90

平成 3年～平成 12 年 440 270 80 50

平成 13 年～平成 17 年 210 380 30 -

平成 18 年～平成 20 年 9月 40 50 - 20

住宅総数 3,500 1,600 860 170

出典：平成 20 年住宅・土地統計調査   

１－３ 住宅ストックの現状 



 

- 13 - 

 

（２）家族構成 
 

①隣接市町の家族類型別一般世帯数 

３世代世帯比率を比較すると、３市町ともに２割前後みられ、特に玉名市が 26.6％で比較的高

くなっています。熊本県北部地域は、出身地居住のウエイトが高く、３世代居住が一般的だと考

えられる地域と捉えられます。 

 

＜隣接市町の家族類型別一般世帯数＞             (上段：実数 下段：構成比) 
 総数 核家族世帯 その他の 

親族世帯 非親族世帯 単独世帯 ３世代世帯 

荒尾市 99,727 

100.0 

4745

18.8

2,651

23.7

14

0.1

2,317 

23.8 

1,886

18.9

玉名市 7,069 

100.0 

3,162

44.7

2,517

35.6

9

0.1

1,381 

19.5 

1,877

26.6

長洲町 2,708 

100.0 

2,190

80.8

1,256

46.3

4

0.2

514 

19.0 

668

24.7

出典：平成 17 年国勢調査  

 

（３）新設住宅 
 

①利用関係別新設住宅戸数の推移 

平成 18 年度～平成 21 年度の持ち家の新設住宅戸数の推移を３市町で比較すると、玉名市が最

も多く、年間 176～209 戸程度が供給されています。次いで、荒尾市が 125～184 戸程度となって

います。長洲町は、年間 34～49 戸程度で、２桁台にとどまっています。 

分譲住宅は、荒尾市が最も多く、年間 10～146 戸程度となっています。３市町の特徴は、３世

帯同居が可能な持ち家の供給のウエイトが高く、荒尾市を除いて、分譲住宅の供給が少ないこと

がうかがえます。 

 

 利用関係別 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 

荒尾市 

持家 184 160 173 125

貸家 108 297 239 178

給与住宅 1 0 3 2

分譲住宅 146 19 54 10

玉名市 

持家 209 194 203 176

貸家 196 220 358 117

給与住宅 0 0 1 10

分譲住宅 7 19 9 6

長洲町 

持家 49 46 42 34

貸家 12 12 59 15

給与住宅 0 0 0 1

分譲住宅 0 0 1 1

出典：建築統計年報  
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（４）住宅地の地価 
 

熊本県における県平均の住宅地の地価は 3.0～3.5％程度で下落し続けており、特に市部より郡

部において下落幅が大きい状況です。平成 23 年度における住宅地の地価の平均変動率は、県平

均で 3.0％、市部で 2.8％、郡部で 3.3％の下落となっています。 

また、市町村別にみると、平成 23 年度における住宅地の地価の平均変動率は、熊本市で 1.7％、

荒尾市で 3.9％、玉名市で 3.6％の下落となっており、いずれも平成 22 年度から平成 23 年度で

回復傾向がみられます。一方、長洲町では平均変動率が 3.8％の下落が継続している状況です。 

 

＜住宅地の地価の状況＞ 

平均価格
平均

変動率
平均価格

平均
変動率

平均価格
平均

変動率
平均価格

平均
変動率

（円） （％） （円） （％） （円） （％） （円） （％）

県 平 均 29,500 ▲ 3.2 28,700 ▲ 3.5 28,000 ▲ 3.4 27,400 ▲ 3.0

　市 部 38,000 ▲ 3.2 36,500 ▲ 3.4 35,300 ▲ 3.4 34,500 ▲ 2.8

　郡 部 15,500 ▲ 3.3 15,200 ▲ 3.5 14,000 ▲ 3.4 13,600 ▲ 3.3

熊 本 市 71,300 ▲ 2.5 67,200 ▲ 2.9 62,300 ▲ 2.7 61,500 ▲ 1.7

荒 尾 市 26,200 ▲ 2.9 25,200 ▲ 3.7 23,900 ▲ 4.4 22,900 ▲ 3.9

玉 名 市 20,300 ▲ 2.6 19,400 ▲ 3.8 18,500 ▲ 4.3 17,800 ▲ 3.6

長 洲 町 18,000 ▲ 3.8 17,400 ▲ 3.4 16,700 ▲ 3.8 16,000 ▲ 3.8

Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度

 

出典：くまもとの地価  

 

（５）町営住宅 
 

①町営住宅ストックの状況 

本町の町営住宅は、４団地 134 戸のストックを有しており、うち３団地は長洲校区に整備され

ています。３団地に比べて、腹赤校区の平原団地は周辺施設があまり整備されていません。集会

所・児童遊園・駐車場は全団地に整備されていません。 

 

＜町営住宅ストックの状況＞ 

団地名 校区 

管理戸数 
建設 
年度 

敷地 
面積 

都市計画区域 

棟
数 

戸
数 

 用途地域 容積率 建ぺい率 

前 浜 長洲 7 10 S27～29 3,498 区域内 第１種住居地域 200 60 

平 原 腹赤 7 20 S41～43 2,508 区域内 － 200 70 

新 山 長洲 6 70 S47～49 5,853 区域内 第１種住居地域 200 60 

井樋内 長洲 6 34 S51～54 5,458 区域内 第１種住居地域 200 60 
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（１）土地利用 
 
①土地利用の現況 

本町の全体面積の約 1,934ha のうち、自然的土地利用が約 1,089ha で全体の約 56％、都市的土

地利用が約 845ha で全体の約 44％を占めています。そのうち自然的土地利用で最も多いのは、田・

畑等の農地であり、全体面積の約 42％を占めています。また、都市的土地利用で最も多いのは、

工業用地であり、全体面積の約 15％を占めています。 

用途地域内においては、工業用地が地域内面積の約 43％と最も多くの割合を占め、次いで住宅

用地が約 19％、田・畑等の農地が約 12％となっています。 

一方、用途地域外においては、田・畑等の農地が地域外面積の約 59％と最も多くの割合を占め、

次いで住宅用地が約 12％、山林が約 9％となっています。 

 
＜土地利用区分別面積＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：平成 23 年度都市計画基礎調査   

１-４ 土地利用 

面積
（ha）

割合
（％）

面積
（ha）

割合
（％）

面積
（ha）

割合
（％）

田 42.8 6.4% 557.6 44.0% 600.4 31.0%
畑 35.4 5.3% 184.7 14.6% 220.1 11.4%

小　計 78.2 11.7% 742.3 58.5% 820.5 42.4%
5.0 0.8% 118.5 9.3% 123.5 6.4%

12.1 1.8% 42.1 3.3% 54.2 2.8%
28.5 4.3% 62.3 4.9% 90.8 4.7%

123.8 18.6% 965.2 76.1% 1,089.0 56.3%

住宅用地 126.7 19.0% 153.0 12.1% 279.7 14.5%
併用住宅用地 4.1 0.6% 3.1 0.2% 7.2 0.4%
商業用地 12.7 1.9% 4.5 0.4% 17.2 0.9%
工業用地 284.6 42.8% 9.4 0.7% 294.0 15.2%

小　計 428.1 64.3% 170.0 13.4% 598.1 30.9%
34.8 5.2% 20.3 1.6% 55.1 2.8%
59.5 8.9% 91.2 7.2% 150.7 7.8%
5.1 0.8% 4.8 0.4% 9.9 0.5%
4.9 0.7% 6.3 0.5% 11.2 0.6%
0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0%
9.4 1.4% 10.4 0.8% 19.8 1.0%

541.8 81.4% 303.0 23.9% 844.8 43.7%

665.6 100.0% 1,268.2 100.0% 1,933.8 100.0%合　　　計

都
市
的
土
地
利
用

宅地

公共公益施設用地
道路用地
交通施設用地
公共用地
その他の公的施設用地
その他の空地

計

用途地域 用途地域外 合　計

自
然
的
土
地
利
用

農地

山林
水面
その他自然地

計
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都市的土地利用の現況として、住宅用地は長洲、腹赤及び清里校区では集落地に集中し、六栄

校区では集落地・住宅団地として散在しています。また、工業用地の大部分が有明海沿岸の工業

団地となっており、商業用地の多くが幹線道路の沿道に立地しています。 

自然的土地利用の現況として、河川沿岸を中心として田が広がり、町北部等の丘陵地では畑や

山林、その他自然地がまとまっています。 

JR 長洲駅の南側は田が広がっており、その他用途地域内においても国道 501 号沿道や浦川沿岸

などに田などの未利用地が残っています。 

 
＜土地利用現況図＞ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 23 年度都市計画基礎調査 
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腹赤校区 

玉 名 市 
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（２）開発許可 
 
①開発許可の推移 

本町の都市計画法に基づく開発許可の推移は、平成 13 年～平成 22 年の 10 カ年において、町

全体で１年あたり 0～1件の範囲で変動しており、平成 22 年では開発許可件数は用途地域、用途

地域外ともに 0件となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：都市計画基礎調査（平成 18 年度，平成 23 年度）  

 
 
②隣接市町の開発許可の推移 

隣接市町の都市計画法に基づく開発許可の推移は、平成 18 年～平成 22 年の５カ年において、

玉名市では用途地域・用途地域外の合計件数が平成 18 年の 4 件をピークに年々減少傾向を示し

ており、平成 22 年ではともに 0 件となっています。また、荒尾市では用途地域・用途地域外の

合計件数が平成 19 年の 12 件をピークに年々減少傾向を示しており、平成 22 年では開発許可件

数は用途地域で 4件、用途地域外で 2件となっております。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：各市提供資料  
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（３）農地転用許可 
 
①農地転用許可の推移 

本町の農地転用許可等の推移は、平成 13 年～平成 22 年の 10 カ年において、年によってばら

つきがあるものの、用途地域は平成 14 年の 25 件をピークに、用途地域外は平成 19 年の 29 件を

ピークに減少傾向を示しており、平成 22 年では用途地域 10 件、用途地域外 16 件となっていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：都市計画基礎調査（平成 18 年度，平成 23 年度）  

 
 
②隣接市町の農地転用許可の推移 

隣接市町の農地転用許可等の推移は、平成 18 年～平成 22 年の５カ年において、玉名市では平

成 20 年の用途地域 52 件、用途地域外 144 件をピークに減少傾向を示しており、平成 22 年では

用途地域 38 件、用途地域外 139 件となっています。また、荒尾市では、用途地域は平成 19 年の

69 件、用途地域外では平成 18 年の 82 件をピークとして平成 21 年まで減少傾向を示し、平成 22

年では用途地域 66 件、用途地域外 39 件となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：各市提供資料  
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（４）公共下水処理施設 
 
①公共下水道施設整備の状況 

本町の公共下水道整備の状況について、平成 22 年現在の普及率をみると、行政区域内人口が

16,982 人に対して、処理区域内人口は 16,231 人であり、普及率は 95.58％となっています。 

また、平成 23 年度時点での整備率をみると、処理区域の汚水の整備率は 81.8％、雨水の整備

率は 13.7％となっています。また、下水管渠の汚水の整備率は 100.0％、雨水の整備率は 20.4％

となっています。 

 

＜処理区域状況＞ 

名 称 区分 
処理区域 

計画決定 
（ha） 

事業認可 
（ha） 

整備済 
（ha） 

供用開始 
（ha） 

整備率 
（％） 

長洲町公共下水道事業 
汚水 727 637 520.8 520.8 81.8

雨水 670 495 68 68 13.7

 
＜下水管渠状況＞ 

名 称 区分 
下水管渠（幹線管渠） 

計画決定 
（km） 

事業認可 
（km） 

整備済 
（km） 

整備率 
（％） 

長洲町公共下水道事業 
汚水 19.3 19.3 19.3 100.0 

雨水 13.7 13.7 2.8 20.4 

 
出典：平成 23 年度都市計画基礎調査 
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下水処理に係る各施設の整備状況は下図のとおりです。 

 
＜公共下水道整備状況図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：平成 23 年度都市計画基礎調査 
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（１）第５次長洲町総合振興計画（平成２３年３月） 
 

平成２３年３月に策定された「第５次長洲町総合振興計画」において、住まいづくりに係る事

項は次のとおりです。 

１．まちづくりの

主な課題 

①子育て環境と教育の向上 

②まち全体での高齢社会への対応 

③地場産業の活性化による活気あるまちづくり 

④快適で安全な暮らしのための生活基盤の整備 

⑤住民との信頼関係のあるまちづくり 

⑥財政の健全化と行政サービスの向上 

２．まちの将来像 みんなの力で、夢・希望・活力・安全・安心のあるまち 

３．まちづくりの

基本目標 

住宅・生活基盤に関連した基本目標と目指すべきまちの姿 

基本目標５ 快適な暮らしができる安心のあるまち 

目指すべきまちの姿 計画的な土地利用が行われているまち 

目指すべきまちの姿 計画的に整備された道路のあるまち 

目指すべきまちの姿 公共交通を利用して気軽に移動できるまち 

目指すべきまちの姿 安心して快適に利用できる公園や住宅のあるまち 

目指すべきまちの姿 良質で安定した水道水を供給するまち 

目指すべきまちの姿 豊かな自然環境を守る下水道のあるまち 

基本目標４ 安心して生活できる安全のあるまち 

目指すべきまちの姿 みんなでつくる交通事故のないまち 

目指すべきまちの姿 日常生活における犯罪のない安心なまち 

目指すべきまちの姿 予測できない災害への備えが確保されているまち 

４．まちづくりの

基本指標 
●平成 32 年(2020 年)における将来目標人口 １６、０００人 

５．まちづくりの

基本的な  

進め方 

①人づくり、人を大切にするこころの育成 

②協働によるまちづくりの推進 

③健全な自治体経営の推進 

６．計画推進の 

ために 

①ハード重視からソフト重視の施策の展開 

②各種施策の連携と総合的な施策の展開 

③計画推進体制の整備 

 

１-５ 上位・関連計画の整理 
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（２）熊本県住宅マスタープラン（平成１９年２月） 
 

平成１９年２月に策定された「熊本県住宅マスタープラン」において、住まいづくりに係る事

項は次のとおりです。 

１．住宅施策の課題 

１ 少子・高齢社会への対応、安全・安心な住まいづくりの推進 

・急速に進行する高齢化を踏まえた住宅対策 

・ユニバーサルデザインの理念に基づく住宅の普及 

・地震、防災、防犯対策 

２ 居住水準・住宅ストックの向上 

・住宅性能表示精度の普及、啓発 

・住宅リフォーム、既存住宅流通対策 

・公営住宅における最低居住水準未満世帯の解消 

・誘導居住水準未満世帯率の向上 

３ 都市と地域の再生 

・中心市街地の空洞化対策 

・過疎化にともなう定住化対策 

・都市と地方との交流に関する住宅対策 

４ 地域文化・自然と共生した住宅施策の一層の推進 

・木造住宅など地域特性に応じた住宅の促進 

・景観法施行など景観に対する機運の高まりや良好な住環境要望への対

応 

・消費者への住宅に関する情報提供などの消費者対策の推進 

・住宅における環境対策の一層の推進 

・県産材の利用促進 

５ 住宅におけるパートナーシップの一層の推進 

・住民主体の住宅対策の推進 

・消費者への住宅に関する情報提供など消費者対策の推進 

・住宅関連団体と連携した施策の推進 

２．住宅施策の基本方針

と基本目標 

基本方針：熊本に住んで良かったと思える豊かな住生活の実現 

基本目標１：ユニバーサルデザインの理念に基づき誰もが安全・安心や快

適に暮らせる住まいづくり・まちづくり 

基本目標２：パートナーシップによる地域の文化・自然と共生した住まい

づくり・まちづくり 
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３基本計画と推進施策 

誰もが安全に暮らせ

る住まいづくり・ま

ちづくりの推進 

①ユニバーサルデザインの理念に基づく住宅の普

及・啓発 

②障害者・ひとり親・被害者世帯への居住サポート 

③高齢者が安心して暮らせる住環境の整備 

④地域の子育て支援環境の整備 

⑤耐震・防災・防犯に対応した住まいづくり・まち

づくり 

居住水準を向上し快

適さに満ちた住まい

づくり・まちづくり

の推進 

①居住水準の向上 

②質の高い民間ストックの維持・更新 

③住宅リフォーム、既存住宅流通の促進 

④既存公共賃貸住宅ストックの有効活用 

都市と地域の再生に

貢献する住まいづく

り・まちづくりの推

進 

①地域のまちづくりと連動した住環境整備 

②中心・既成市街地における街なか居住の推進 

③過疎地域等の定住施策、交流施策との連携 

④市町村合併を契機とした地域の住宅施策の支援 

地域の文化・自然と

共生した住まいづ

く・まちづくりの推

進 

①地域情報、住宅相談ネットワークの充実 

②熊本らしさのある住宅施策の推進 

③県産材や県産畳表等を活用した木造住宅の推進 

④環境に配慮した住まいづくりの推進 

県民・事業団体・市

町村とのパートナー

シップによる住まい

づくり・まちづくり

の推進 

①住情報、住宅相談ネットワークの重視 

②ＮＰＯ等との連携や住民参加による住まいづく

り・まちづくりの推進 

③熊本県住宅供給公社、(財)熊本県新築住宅センタ

ー等との連携 
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（３）長洲町住宅マスタープラン（平成１６年１月） 
 

平成１６年１月に策定された「長洲町住宅マスタープラン」において、住まいづくりに係る事

項は次のとおりです。 

１．本町の住ま

いの課題 

①新たな居住人口の増加が必要 

第四次長洲町総合振興計画の目標人口(平成 22 年)は、19,000 人と設定されてお

り、定住促進を目標としてあげている。本町では「新世紀タウンながす・まちづ

くり構想」による長洲駅南部地域の新たな開発を計画しており、その中での住宅・

住環境整備を進め、定住人口の確保に努める必要がある。 

②住宅密集、空家・空地等に対する施策が必要 

町内の各校区の人口・世帯数をみると、長洲校区・清里校区において、人口は

減少し、世帯数は微増という状況である。また、長洲校区においては、住宅が密

集し、４ｍ道路に接していない住宅も多く、建替等が困難な地区もある。さらに、

長洲校区の商業店舗等においては、空き店舗等が増えており、空家・空地がある

状況である。これらの地域に対し、住宅の建替にあわせた道路整備や活用方策を

検討する必要がある。 

③高齢者・障害者等の居住環境整備が必要 

長洲町の高齢化率は、玉名郡市９市町の中で最も低い位置にあるが、平成 12 年

度には 21.1％(５人に１人が 65 歳以上)という状況であり、今後も高齢化率が高ま

ることが予測される。全国的に高齢化対策を講じることが急務であり、特に熊本

県においては、ユニバーサルデザインの普及に力を入れており、誰もが利用しや

すい住宅整備が必要とされている。 

④子育て世代に対する施策が必要 

近年の出生率の低下は、将来の我が国の社会経済に広く深刻な影響を与えると

懸念されている。出生率低下の主な要因は、晩婚化の進行等による未婚率の上昇

である。その背景には、仕事と子育ての両立の負担感の増大や子育ての負担感の

増大などがある。本町においても、近年少子化・核家族化・世帯分離により世帯

人員が急激に低下し、住まいに関する負担も大きくなっている。 

⑤老朽化した町営住宅に対する施策が必要 

全ての町営住宅が昭和 55 年以前に建設されており、現在耐用年数を経過してい

る住宅ストック数は 36 戸であり、計画期間内には全ての町営住宅が耐用年数の２

分の１を経過する。これらの団地の中には住戸規模が小さい住宅がみられ、設備

も老朽化が進行している。これらのストックを建替や改善など、適切な手法の選

定のもと、効率的に更新していく必要がある。 

⑥自然環境に配慮した住宅施策が必要 

地球温暖化、オゾン層の破壊、資源の枯渇など、地球規模の環境問題が深刻化

しており、本町でも一地域として住宅の断熱化など省エネルギー化や、太陽光発

電、太陽熱利用などの新エネルギーの利用など、積極的に環境問題に取り組む必

要がある。 



 

- 25 - 

 

 

 

１．本町の住ま

いの課題 

⑦住宅リフォームを推進させる施策が必要 

本町の住宅ストックは、建設後20年以上を経過するものが約半数を占めている。

さらに、高齢化社会を迎えるにあたって、住宅リフォームのニーズが増加してく

るものと予想される。 

⑧町民等が住まい・まちづくり等の計画等に参加できる体制整備が必要 

従来の住まい・まちづくり等の計画等は、行政主導で社会基盤整備等のハード

中心に進められてきた。しかし、これからは生活者の立場で住民満足度の高いま

ちづくりを住民、団体、企業、行政が協働で、地域の特色を生かし、創意工夫を

しながら、進めていくことが求められている。 

２．住宅政策の

目標 

【基本目標】「憩い、潤い、やすらぎのある住まいの郷 ながす」 

県内でも有数の工業都市として発展してきた本町は、豊かな自然環境と人々

が共生し、高齢者や障害者など誰でも「憩いと潤い、やすらぎを享受し、安心・

安全・快適に暮らせる住まいや環境の創造を目指し、町民との協働によるまち

づくり・住まいづくりを推進する。 

●憩い…子どもから高齢者までの誰もが、長洲町で集い暮らせる住まいの環境の創

出を目指す。 

●潤い…有明海と河川などの水辺環境を活かし、落ち着いた住まいの環境の創出を

目指す。 

●やすらぎ…緑あふれる自然環境の中で、安心・安全な住まい環境の創出を目指す。 

３．基本方針 

基本方針１：新たな居住人口を増やす住宅・住環境整備 

基本方針２：旧市街地の活性化のための住宅・住環境整備 

基本方針３：すべての人にやさしい住宅・住環境整備 

基本方針４：子育て世代に配慮した住宅・住環境整備 

基本方針５：多様な世帯の暮らしを支える良質な公共住宅の整備 

基本方針６：環境と共生していく住宅・住環境整備 

基本方針７：多様なライフステージに対応した住宅・住環境整備 

基本方針８：住まい手・作り手・行政のパートナーシップによる住宅・住環境整備 

４．重点プロジ

ェクト 

重点プロジェクト①良質な住宅地形成のためのルールづくり 

重点プロジェクト②空家・空地の再生事業 

重点プロジェクト③町営住宅ストックの改善 

重点プロジェクト④住情報の受・発信事業 
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（４）長洲都市計画区域マスタープラン（平成２４年３月予定） 
 

平成２４年３月に策定予定の「長洲都市計画区域マスタープラン」において、住まいづくりに

係る事項は次のとおりです。 

都
市
計
画
の
目
標 

都市づくりの

基本理念 

【将来像】 

みんなの力で、夢・希望・活力・安全・安心のあるまち 

【都市づくりの基本目標】 

○未来を拓く人づくりを目指す夢のあるまち 

○人と人とが支え合う希望のあるまち 

○地域の資源を活かす活力のあるまち 

○安心して生活できる安全のあるまち 

○快適な暮らしができる安心のあるまち 

○みんなとともに未来へつなぐ協働のあるまち 

地域毎の 

市街地像 

【将来都市像】 

市街地は、長洲町役場周辺に広がる既成の市街地を位置づけ、集約型都市構造を形成し

ていく。また、田園居住エリアとして、農業ゾーン内に形成されている住宅地や農業集落

を位置づける。 

【地域（ゾーン）ごとの将来像】 

＜中心拠点＞ 

長洲町役場を中心とした地域を中心拠点として位置づけ、商業・業務、教育・文化、

情報発信等の都市機能の集積を図り、利便性の高い機能的な中心ゾーンの形成を図る。 

＜交流拠点＞ 

長崎～熊本～大分を結ぶ観光ルートの中継点にある長洲港周辺を交流拠点として位

置づけ、周辺道路網の充実を図り、効率的で機能的な交通結節点の形成を促進する。 

＜市街地ゾーン＞ 

中心拠点に近接して形成される店舗、住宅を主とした都市的土地利用がされている地

域を本区域の市街地ゾーンとして位置づけ、生活利便性の高い住宅市街地として、良好

な住環境の維持、増進を図る。 

＜田園居住エリア＞ 

用途地域外の区域における主要な集落を田園居住エリアとして位置づけ、歴史や文

化、現在の集落形態等の地域特性に配慮した生活環境の整備を図る。 

各種の社会課

題への対応 

①少子・高齢化への対応 

②地球温暖化をはじめとする環境問題への対応 

③都市における自然環境保全への対応 

④社会的な交流・連携への対応 

⑤都市防災への対応 

⑥安全・安心に暮らせる地域づくりへの対応 

都市計画区域

の広域的位置

づけ 

本区域における都市計画のあり方としては、定住ゾーンとして荒尾市、玉名市、大牟

田市との連携を図っていくものとする。また、九州自動車道や九州新幹線、鹿児島本線

といった九州の縦軸と、長崎方面への横軸の結節点として、長洲港を中心とした海の玄

関口としての機能の向上と道路網の整備を推進する。 
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都
市
計
画
の
目
標 

【市街地像図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針 

土地利用

に関する

主要な都

市計画の

決定の方

針 

【主要用途の配置の方針】 

＜商業・業務地＞ 

沿道型商業サービスや行政機能の集積する役場周辺の既成市街地に、本区域の商業・業

務地を配置する。 

本区域の消費活動は、荒尾市、大牟田市、福岡市等へ流出している傾向にあるが、日常

生活を支援する商業・業務地としての利便性を高めるために、歩行者空間を整備する。 

＜住宅地＞ 

商業・業務地の周辺に位置する既成市街地に中密度住宅地を配置する。中密度住宅地で

は、比較的密度の高い市街地形態を維持しつつ、良好な居住環境の維持・誘導を図るため、

中層共同住宅への建替えを促進するなど、位置的な利便性を活かし、安全で機能的な市街

地への更新に努める。 

農業ゾーンに接する市街地内の外縁部に低密度住宅地を配置し、良質な戸建て住宅地の

形成を図る。 
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（５）新世紀タウンながす・まちづくり構想（平成１５年３月） 
 

平成１５年３月に策定された「新世紀タウンながす・まちづくり構想」において、住まいづく

りに係る事項は次のとおりです。 

基
本
方
針 

整備の基

本テーマ 

■新世紀タウンながす 

「未来を予感させる、自然豊かな田園都市」 

≪水・緑・文化の創造と快適な住宅供給≫ 

整備の基

本方針 

①安全で快適な様々な住宅供給の都市づくり 

・住宅地需要を基本とした活力ある都市づくりの推進。 

・快適な市街地形成のための道路、公園、上下水道等の生活基盤整備と、安全な市

街地形成のための水害対策整備を行った新規住宅供給。 

・ライフスタイルに応じた住宅タイプや、環境と調和を考慮した段階的なスケジュ

ール検討による住宅供給の推進。 

・駅や公共公益施設に徒歩で移動が可能な地区への公営住宅の配置、整備が重要。 

②観光資源を活かした交流施設整備 

③健康づくりを促進する交流施設の整備 

・多数・多頻度型のスポーツ（ソフトボール、野球、サッカー、グラウンドゴルフ

場）や屋内スポーツに対応できる施設の整備を促進。 

・金魚と鯉の郷広場、新塘緑地、浦川導水路、菜切川、有明海等の緑や水辺を活か

した水と緑のネットワーク化の推進。 

・花と緑やユニバーサルデザインを基本として道路や駅前広場を整備。 

④交通結節機能及び連携機能強化の整備 

・駅前広場の再整備と新規駐車場の整備（交通安全を考慮しながら駐輪施設、バス、

タクシーとの一体的な整備の検討）。 

・一ノ割地区から駅へのアクセスルートの確保（歩行者や自転車を対象とした浦川

導水路の橋梁）。 

基
本
構
想 

整備の基

本方針 

まちづくりのポイント 

○長洲駅と役場周辺を中心とした地域の住宅供給地の整備を基本とする土地利用計

画を推進する。 

○地域の居住地としての魅力を高めるため、商業機能からアメニティ機能、行政機

能等様々な都市機能が集積する利便性の高い都市構造を目指す。 

○少子高齢社会に対応する住みよいまちを目指し、統合保育所、統合中学校、町営

住宅等の整備及び公共施設のユニバーサルデザインを積極的に推進する。 

○住宅供給にあたっては地権者の宅地化意向を考慮し、段階的な土地利用に努める。 

○人口定着への対応、地区の魅力向上等のために商業施設の集積を図る。 

○人々を惹きつけるまちを目指し、観光資源を活かした交流施設並びに健康づくり

を促進する交流施設として金魚と鯉の郷広場、総合スポーツセンターの充実と、

駅周辺から長洲駅・海岸線、新塘線等を経由し、スポーツセンターに至る遊歩道

を配置し、交通施設、居住地との連携を強化する。 
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【地区毎の基本構想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①一ノ割地区 

【基本方針】優良な居住空間の創出 

・優良な住宅地として宅地化を促

進するために、道路、公園等の

基盤施設の整備を推進。 

②長洲駅周辺地区 

【基本方針】駅を中心とした交通施設の総合整備 

・駅に近接する一ノ割地区や建浜岩原・溿の上地区

等への居住促進のため、鉄道施設の利便性向上。 

・鉄道利用の利便性向上を目的に駅前広場、アクセ

ス道路等、駅とその周辺を総合的に整備し、広域

交通拠点を形成。 

③建浜岩原・溿の上地区 および 

④役場東側地区 

【基本方針】開発候補地の創出 

    （需要に合わせた段階的な宅地化）

・保育園、医療施設（耳鼻科、眼科等）、

町営住宅、商業施設等の公共・公益施設

を整備し、生活に必要な様々な都市機能

が集う生活拠点を形成。 

・より利便性の高い幹線道路沿道から、宅

地化の需要や地権者の意向にあわせた

段階的な宅地化を可能とする基盤整備

を検討。 

⑤役場周辺地区 

【基本方針】行政の中心地としてのまちづくり 

・中道児童公園等の水路への鯉の放流、体育館

の体育機能の保持や機能を高めるリフォー

ムにより再活用等によって、行政機能と交流

機能を兼ね備えた行政・交流拠点を形成。 

⑥新塘地区 および 

⑦スポーツセンター周辺地区 

【基本方針】人々を惹きつける観光・レクリエーシ

ョン拠点の形成 

・観光レクリエーション機能強化により町の魅力

を図るため、各施設の内容の充実と、「金魚と鯉

の郷広場」「総合スポーツセンター」「有明海」

の連携強化による相乗効果の発揮。 



 

- 30 - 

 

 

 

基
本
構
想 

【新世紀タウンながす まちづくり構想図】 
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